
　
祖
父
か
ら
続
く
サ
ツ
マ
イ
モ
農
家
を
継
い
で

し
ば
ら
く
は
一
農
家
と
し
て
出
荷
し
て
い
た
池

田
誠
会
長
。複
数
の
中
間
業
者
を
通
す
こ
と
で
出

荷
時
の
約
10
倍
の
値
段
に
な
っ
て
海
外
で
売
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、「
消
費
者
も
嬉
し
く
な

い
し
、
生
産
者
の
利
益
に
も
直
結
し
て
い
な
い
」

と
一
念
発
起
し
、2
0
1
3
年
に
法
人
化
し
ま
し

た
。サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
方
法
を
改
善
し
、
包
材

を
開
発
し
て
袋
詰
め
す
る
な
ど
、
付
加
価
値
を

高
め
る
こ
と
に
尽
力
し
ま
し
た
。同
時
に
地
道
な

営
業
活
動
も
ス
タ
ー
ト
。そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
が

実
り
、飛
躍
的
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
農
家
か
ら
の
買
取
価
格
を
高
く
設
定
し
、量
も

問
わ
ず
規
格
外
で
も
買
い
取
る
な
ど
、農
家
の
収

益
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
。池
田
会
長
に
賛
同
す
る
契

約
農
家
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。国
内
で
廃
棄

さ
れ
て
い
た
小
芋
が
、海
外
で
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
に
目
を
つ
け
、香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に

販
路
を
拡
大
。今
で
は
、
日
本
か
ら
日
本
か
ら
輸

出
さ
れ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
3
分
の
1
の
量
を
占

め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
2
0
1
7
年

に
行
っ
た
設
備
投
資
に
よ
り
、日
量
20
ト
ン
出
荷

で
き
る
出
荷
場
、約
1
2
0
0
ト
ン
を
貯
蔵
で
き

る
貯
蔵
庫
を
整
備
し
ま
し
た
。さ
ら
に
2
0
2
0

年
に
は
約
1
0
0
0
ト
ン
用
貯
蔵
庫
を
整
備
す

る
な
ど
、更
な
る
出
荷
増
量
と
売
上
増
加
の
た
め

の
取
組
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
質
の
向
上
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。よ
り
自
然
な
お
い
し
さ

を
追
求
す
る
た
め
の
減
農
薬
、
よ
り
長
く
高
品

質
を
保
っ
た
ま
ま
貯
蔵
す
る
た
め
の
キ
ュ
ア
リ

ン
グ
処
理
も
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
8
年
か
ら

は
宮
崎
大
学
農
学
部
と
共
同
研
究
を
開
始
し
、

新
品
種
の
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
で
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
商
品
開
発
を
行
い
、
冷
凍
焼
き
芋
や
焼
酎

「
伍
煌（
ご
こ
う
）」な
ど
の
加
工
品
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。通
販
サ
イ
ト
「
サ
ツ
マ
イ
モ
専
門
店

O
I
M
A
L
L（
オ
イ
モ
ー
ル
）」で
は
、
紅
は
る

か
や
上
品
な
甘
み
の
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
な
ど
5

品
種
の
青
果
サ
ツ
マ
イ
モ
や
、加
工
品
な
ど
も

販
売
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、地
域
活
性
化
の
た
め
、サ
ツ
マ
イ
モ

農
家
の
利
益
確
保
、
若
い
就
農
者
の
獲
得
に
努

め
る
と
と
も
に
、
海
外
輸
出
戦
略
で
会
社
を
成

長
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
平
均
年
齢
34
歳
と
い
う
若
い
ス
タ
ッ
フ
た
ち

の
力
や
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
な
が
ら
、
サ
ツ
マ

イ
モ
を
通
し
て
夢
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

農業法人としては
非常に若い
平均年齢34歳という
年齢構成です。

平均年齢34歳
従業員が若い！ 3

point

07

07 株式会社 くしまアオイファーム
［ 業種 ］ 農業

設
備
投
資
と
独
自
の
商
品
開
発
で
新
た
な
展
開
へ

　経営理念は「強い農業はこえていく」。「こえ
る」という言葉の中には、時代を越え、しがらみ
を超え、サツマイモを通して人々が肥えていける
ような社会を目指していこう、という3つの思い
が込められています。農産物の品質は天候に、
価値は時価に左右され、国内農業従事者の平均
年齢も上昇していく現状の中では、すでに選択
肢は限られています。

　農業者でもある私たちが掲げているもうひと
つの理念として「温故拓新（おんこたくしん）」
があります。故（ふる）きを温（たず）ねて新しき
を拓（ひら）く。私たちが今、農業に取り組むこ
とができているのも、先人が開拓してきた環
境や長年の知恵が積み重なって現在につな
がっています。

営業を担当しています。 社外の人と
話す機会が多く、おのずとコミュ
ニケーション能力やトーク術が身に
つきます。 まだまだ半人前ですが、
日々一生懸命に勉強しています。
社風は明るく、若い世代が多いので、
スピード感があり、自分の意見を出
しやすい雰囲気です。

〒889-3531 串間市大字奈留6564-12
TEL.0987-71-2117   FAX.0987-71-2118

代　表 ： 代表取締役会長　池田 誠
資本金 ： 6,500万円
社員数 ： 92名（2021年7月末現在）
創業年 ： 1950年（法人化は2013年）
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温故拓新。故きを温ねて新しきを拓（ひら）く。
　　　　　　　　時代と共に進化する農業へ

営業担当

V�ce

株式会社
くしまアオイファーム

［ 串間市 ］
サツマイモの生産・加工・販売

Ileda Makoto
代表取締役会長

池田  誠 趣味は釣りと料理で、釣ってきた魚の手料理をスタッフに振る舞うことも。
歴史が好きで、出張などで時間があるときはその土地の史跡などを巡っている。

1970年生まれ　［ 串間市出身 ］

独自の商品開発と販売ルートで海外販路も拡大中
生産農家も消費者も若い社員も“嬉しい”の連鎖

P O I N T

1
point

2
point

日本から輸出されるサツマイモの
約1/3が同社商品です。

日本では廃棄されていた“小芋”に目をつけ、
保管（キュアリング）、包材などにも工夫
を施し、安定した品質と価格で他社

を圧倒しています。

消費者ニーズに応える多品種のサツマイモだけ
でなく、冷凍焼き芋や青果用のサツマイモを

使用した焼酎も開発。
「サツマイモ専門店OIMALL（オイ
モール）」も運営しています。

日本から輸出される
サツマイモ全国1位

消費者ニーズに
応える商品開発

圧倒的な輸出量

出荷量5,000トン
売上高約14億円

社員のアイデアで生まれたオリジナル絵本

くしまアオイファームの自社農園

袋詰め作業

海外でも人気

多品種のサツマイモを串間から世界へ！
農家の収益も高める

「強い農業」


